
No.100
決算認定！お金の使い方をチェック ─── ②～③
注目の事業を紹介します ───────────────── ④
声を聴かせて！津山市議会アンケートを実施します ───── ⑤
市政のあり方を問う！ ──────────────── ⑥～⑬
みんちゃい100号記念特集 ────────────── ⑭～⑮

まなびの鉄道館 in Tsuyama
（津山工業高校写真部）



3 2

決
算

審
議

決
算
認
定
！ 

お
金
の
使
い
方
を
チ
ェッ
ク

市のお金、何に　  って市のお金、何に　  って かされた？かされた？使使 活活
社会福祉士社会福祉士
人員体制は人員体制は

めざせ元気!めざせ元気!
こけないからだこけないからだ

講座講座

ＩＣＴ環境整備ＩＣＴ環境整備
効果は効果は

 ふるさと納税 ふるさと納税
寄附額が増加寄附額が増加

 市税などの 市税などの
債権整理債権整理

 教育に対する 教育に対する
取り組みの総括取り組みの総括

 さらなる さらなる
財政運営の財政運営の
見直しを見直しを

多摩美術大学との多摩美術大学との
コラボレーションコラボレーション

問社会福祉士配置に向けての
取り組みは？

答昨年度末時点では嘱託職員とし
て発達障害者支援コーディネー
ター１名、自立相談支援員２名
の有資格者を配置している。 
また、事業委託を行っている地
域包括支援センターにおいても
有資格者の配置が条件付けら
れており有資格者１１名が配置
されている。

問学校ＩＣＴ環境整備事業に割
かれた金額とその効果は？

答決算額は小中学校の合計で約
５０８万１，０００円である。市内
全校の普通教室へのプロジェク
タ、教員用タブレット及び無線Ｌ
ＡＮの設置が完了したことによ
り、高い視覚効果等による分か
りやすい授業を展開する環境が
整ったことが大きな効果である
と考える。

問ふるさと納税の取り組みと実
績は？

答市内事業者に対する説明会の
開催等を実施し、新たに６つの
事業者からの出品をいただいて
いる。

　実績は約２億６，000万円の寄
附額となり、前年度から約８，
000万円増加。返礼品ではニ
ューピオーネや地酒などが人気
である。

問令和元年度の不納欠損（※）
額５，０６３万円の原因、件
数は？

答生活保護を含む生活困窮による
ものが１，０８５件、事業不振・
倒産等が４０４件、滞納処分財
産なしが１，９１０件、居所不明
が１２８件となっている。

問こけないからだ講座（※）の
実績と活動人数は？

答昨年度７か所の地域で新設され、
２１６か所となっている。活動
延べ人数は１０万４，２７８人で実
人数は３，８３７人である。

問どのような考えのもと教育・
人材育成を実施したか？

答知育、徳育、体育など、教育の
質を向上させるとともに、すべて
の子どもたちへの学習の機会を
整えることが、行政の役割と考
えている。ＩＣＴ機器の整備や教
師業務アシスト員の配置など、
教育環境の充実に積極的に取り
組んでいる。

問「つやま家具プロジェクト」と
して取り組んだ多摩美術大学
との商品開発について内容は？

答地域の木製品の高付加価値化と
森林資源の循環を目的に実施。
多くの学生からデザイン提案を
受け４点を市内企業が製品化。
東急ハンズ新宿店で試験販売す
る予定であったが、コロナの影
響で中止となった。今後は機会
を捉えてＰＲを実施したい。

問コロナ禍で財政運営のさら
なる見直し、地域課題の解
決に向けたまちづくりを期待
されているが？

答財政構造改革への道のりは厳し
さを増している。しかし改革に
向けた意欲はいささかも揺らい
でいない。将来を見据えて財
政運営のさらなる見直しを図り、
持続可能な財政構造への転換
を図っていきたい。

※未納となっている市税などの債権の
うち、徴収の見通しが立たないなど
の理由で未収金から除くこと

　

前
回
の
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
令
和
元
年
度
会
計
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、

議
員
８
人
が
津
山
市
当
局
に
対
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12
月
定
例
会

初
日
に
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
決
算
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
福
祉
」「
教
育
」「
産
業
」「
財
政
」
の
４
つ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
決
算
質

疑
の
概
要
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
決
算
質
疑
の
録
画
映
像
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
右

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

決
算
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
広
報
津
山
１
月
号
」（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
左
か
ら

ア
ク
セ
ス
）に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※高齢者が住み慣れた地域で自分らし
く生活し続けること、高齢者の方を
温かく支えることができるような地
域にするための場づくりを目指す介
護予防事業

秋久憲司 議員

美見みち子 議員

三浦ひらく 議員

河村美典 議員

金田稔久 議員

安東伸昭 議員

田口浩二 議員

中村聖二郎 議員

財財  

政政
産産  

業業
教教  

育育
福福  

祉祉

決算質疑
録画映像

広報津山
１月号

ＱＲコードをスマ
ートフォンなどで
読み取ると、質問の
様子がご覧いただけ
ます。
（決算質疑はページ
下段）

ＱＲコードをスマー
トフォンなどで読み
取ると、ご覧いただ
けます。
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賛否
一覧

議員は何をどう判断した？議員は何をどう判断した？
※　○：賛成　×：反対　※　賛否状況は電子表決システムの記録に基づいて作成しています。
※　岡安謙典議員は議長のため、採決には加わりません。
※　議案第54号は11月30日に採決を行いました。
※　その他の議案等は全員一致で可決、同意となりました。

討論・採決の
様子はこちら

議案 
番号

議員名　　　

　　 議案名

秋
久
憲
司

安
東
伸
昭

岡
田
康
弘

勝
浦
正
樹

金
田
稔
久

河
村
美
典

河
本
英
敏

近
藤
吉
一
郎

髙
橋
寿
治

田
口
浩
二

竹
内
邦
彦

竹
内
靖
人

津
本
辰
己

中
島
完
一

中
村
聖
二
郎

西
野
修
平

原  　

行
則

広
谷
桂
子

政
岡
哲
弘

政
岡
大
介

松
本
義
隆

美
見
み
ち
子

三
浦
ひ
ら
く

村
上
祐
二

村
田
隆
男

森
岡
和
雄

吉
田
耕
造

審議結果

賛 
成

: 反 
対 議決結果

第50号 令和２年度津山市介護保険特別会計補正予算（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 24 : 2 可決

第54号 津山市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 23 : ４ 可決

第59号 津山市地域づくりサポートセンター条例を廃止する
条例 × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 欠 ○ 17 : 9 可決

請願第4号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、 
2021年度政府予算に係る意見書採択の請願について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○ × ○ ○ 欠 × 16 : 10 採択

請願第5号 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、 
2021年度政府予算に係る意見書採択の請願について ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × × × × ○ × ○ × × ○ 欠 × 10 : 16 不採択

請願第6号 国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級
の前進を求める請願 ○ × × × × × ○ × × × × × × × ○ × × × × × × ○ × × × 欠 × 4 : 22 不採択

請願第3号
(9月定例会のもの)

「地方財政の充実・強化を求める」請願書 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ 欠 ○ 14 : 12 採択

議会BCPについてのオンライン研修を実施

補正予算の詳細はこちら

Pickup!
12月議会

注目の事業を注目の事業を
紹介します紹介します

　１２月議会では合計約５億５７６万円の一般会計補
正予算が提案されました。国県補助の内示に伴う
事業費の調整や職員の新陳代謝、退職等に係る人
件費の調整、新型コロナウイルス感染症対策に対
する事業を中心に編成されています。
　また、このほかにも１7の議案が提出されました。
今回はその中から注目の事業をピックアップして紹
介します。

　アートと地域の交わる空間と機会
の創造、アートとビジネスによる地
域課題の解決、地域におけるアート
の身近な接触、これらを通じ市民の
生活と心を豊かにしていくことを目
指します。

　児童発達支援・放課後等デイサービスを
通じ、福祉人材の育成・輩出支援、農業、
障害者の活躍、地域とのつながりをキー
ワードに地域活性化に取り組みます。

　公共施設等の利活用に関する民間提案制度（※）により採用された２つ
の提案に関連する議案が提出されました。津山市で公共施設を活用した
新たな取り組みが始まります。

公共施設の利活用
新しい魅力の創出へ

コロナ対応従事者
慰労金を支給 事業費2,110万円

　市が掲げる新しい生活様式に対応した５つの
感染症拡大防止対策を実施している市内の飲食店
に１店舗２万円を支給します。

５つの感染症拡大防止対策
● 従業員及び来店者によるマスクの適宜着用
● 店内の適宜換気
● 消毒液の設置
● 配席の工夫などによる感染防止
● 来店者入れ替わり時、配膳時、開店前及び閉店後
　 等のこまめな消毒

新しい飲食店の形へ
１店舗２万円支給 事業費750万円

アートと地域の交わる空間
旧東幼稚園活用事業

福祉から始まる地域活性化
旧田邑幼稚園活用事業

旧園舎を
福祉に

※民間提案制度…民間事業者から提案された公共施設マネジメントに貢献する提案を選定し採用された提案者との協議を
　　　　　　　　経て、事業化を図る制度

　臨時休校時に特別開所し対応した放課後児童
クラブのほか、感染リスクもある中、児童の感
染防止に配慮しながら保育事業等を実施した民
間の保育園、認定こども園、私立幼稚園の職員
を対象に１人２万円を支給します。

（対象者1,055人）

　大規模災害や感染症の大規模流行等が発生し
た場合の行動指針となる議会業務継続計画（議会
ＢＣＰ）を策定しました。
　大規模災害発生時における議会や議員の役割、
また行動の流れなどについて定めるもので、市
民の安全安心の確保や被害の拡大防止、議会機
能の早期回復を図ることを目的としています。

　「新たな過疎対策法の制定に関する意見書」が
金田稔久議員から提出され、採決の結果全員一
致で可決しました。このことにより津山市議会
として国に意見書を送付しました。

　議会が市民の声を直接聞く機会として、
毎年開催していた議会報告会は、今年度、
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から集会形式での開催を中止することとし
ました。
　しかし、コロナ禍の今だからこそ議会が
市民の声を聞くことを諦めてはいけないと
の思いから、津山市議会アンケートを２月
から実施しています。
　ぜひ、議会に皆さんの声を聞かせてください。

声を聴かせて！
津山市議会アンケートを実施します

新たな過疎対策法の制定を求める！
　国に意見書を送付

緊急時における議会の役割は？
　議会業務継続計画（ＢＣＰ）を策定

意見書（要約）意見書（要約）
　過疎地域に対して積極的な
支援を強化し、住民の暮らし
を支えていくことは、そこに住
み続ける住民のみならず都市
も含めた国民全体の安心安全
な生活に寄与するものである。
このことから、総合的な過疎
対策を充実させることが必要
であるため、新たな過疎対策
法の制定を強く要望する。 審議の様子は

こちら

◆津山市議会アンケート回答方法◆
①市議会ホームページにあるアンケート入力フォー
ムより回答。
②各支所、出張所、市立図書館、公民館に置いてい
るアンケート用紙を記入して回答。
【締めきり】令和３年３月10日
※ご不明な点がございましたら、議会事務局へ連絡
してください。

津山市議会
〒708-8501　津山市山北520

（ＴＥＬ）0868－32－2140
（ＦＡＸ）0868－32－2160
（E-mail）gikai@city.tsuyama.lg.jp

詳細はこちら

計画の詳細は
こちら

旧園舎をアートに旧園舎をアートに
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市政のあり方を問う！

般

質 問

一

地域づくりサポートセンターなぜ廃止？

医
療
従
事
者
の
現
状

問　

働
き
方
改
革
等

に
よ
り
特
に
医
療
従

事
者
の
夜
間
勤
務
者

確
保
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
。
夜
間
保
育
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う

べ
き
。

答　

ニ
ー
ズ
把
握
は

今
後
必
要
と
考
え
て

い
る
。

公
共
交
通
対
策

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
鉄

道
・
バ
ス
は
大
幅
利

用
者
減
と
な
っ
て
お

り
、
総
合
的
な
支
援

事
業
を
。

答　

利
用
促
進
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
支
援

策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

地
域
づ
く
り
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

問　

町
内
会
・
地
域

づ
く
り
が
コ
ロ
ナ
で

停
滞
し
た
地
域
を
再

生
さ
せ
る
た
め
、
よ

り
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
な
ぜ
地

域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
廃
止
を

判
断
し
た
の
か
。

答　

利
用
者
が
既
存

組
織
に
限
定
的
で
あ

り
、
十
分
な
機
能
強

化
に
つ
な
が
っ
て
お

ら
ず
、
指
定
管
理
に

委
ね
る
事
業
規
模
で

は
な
い
と
判
断
し
、

市
が
直
営
で
関
わ
る

こ
と
と
し
た
。

行政事務の効率化は進んでいるのか

ら
れ
る
が
、
そ
の
考

察
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答　

各
学
校
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
課

題
克
服
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
こ
と

が
成
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
た
も
の
と
考
え

る
。
今
後
は
、
成
果

の
あ
っ
た
取
り
組
み

を
各
学
校
で
さ
ら
に

徹
底
し
て
行
う
と
と

も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
も
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
議
案
第
62
号
か
ら 

　

65
号
の
指
定
管
理　

 

　
に
つ
い
て

行
政
改
革

問　

人
工
知
能
や
自

動
化
技
術
の
導
入
に

向
け
た
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

昨
年
度
の
実
証

実
験
で
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
現

在
、
新
た
な
実
証
実

験
を
予
定
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
も
、
み
ら
い
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
※
）
と
の
整
合

を
図
り
な
が
ら
実
行

計
画
に
位
置
付
け
て

い
く
。

学
力
・
学
習
調
査

問　

岡
山
県
学
力
・

学
習
調
査
に
よ
れ
ば
、

学
力
の
向
上
が
感
じ

コロナ禍での市政運営

い
前
向
き
に
な
れ
る

機
会
や
、
津
山
の
歴

史
・
文
化
ク
イ
ズ
に

挑
戦
し
、
津
山
の
良

さ
や
魅
力
を
再
発
見

す
る
楽
し
さ
を
感
じ

る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
く
。

親
学
講
座

問　

ゲ
ー
ム
・
ネ
ッ

ト
依
存
の
「
親
学
講

座
」
と
は
。

答　

睡
眠
・
学
習
時

間
不
足
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
等
、
依
存
か
ら

起
こ
る
問
題
を
親
子

で
学
び
、
帰
宅
後
の

時
間
の
使
い
方
、
ゲ

ー
ム
、
ス
マ
ホ
利
用

の
ル
ー
ル
を
親
子
で

考
え
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

行
財
政
改
革

問　

行
財
政
改
革
運

営
指
針
（
案
）
の
基

本
的
方
向
性
は
。

答　

「
健
全
な
行
財

政
運
営
」
「
職
員
の

意
識
改
革
」
「
行
政

資
源
の
最
適
化
」
の

３
つ
を
軸
に
進
め
て

い
く
。

教
育

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち

が
前
向
き
に
な
れ
る

取
り
組
み
は
。

答　

コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
元
気
に
な
れ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
ど

も
、
教
職
員
、
保
護

者
、
地
域
か
ら
募

集
・
紹
介
し
、
お
互

津
山
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

問　

Ｊ
Ｒ
津
山
駅
舎

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答　

本
年
度
か
ら
事

業
着
手
さ
れ
、
既
存

の
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
うに
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
の
計
画
で
本
年

度
は
調
査
設
計
が
行

わ
れ
る
。
２
０
２
１

年
度
か
ら
２
年
間
で

工
事
を
実
施
す
る
と

聞
い
て
お
り
市
と
し

て
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ど
お
り
進
め
ら
れ
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。

問　

駅
南
口
に
乗
降

で
き
る
通
路
な
ど
あ

れ
ば
と
思
う
が
南
北

自
由
通
路
設
置
の
必

要
性
と
今
後
の
検
討
は
。

答　

南
北
自
由
通
路

の
整
備
は
駅
の
利
便

性
や
公
共
交
通
の
利

用
促
進
、
駅
周
辺
地

域
の
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
は
も
と
よ
り
、

津
山
ま
な
び
の
鉄
道

館
を
は
じ
め
と
す
る

駅
周
辺
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
の
観
点

か
ら
も
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。引
き
続
き

検
討
す
る
。

ＪＲ津山駅舎のバリアフリー化は

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

問　

コ
ロ
ナ
後
を
見

据
え
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）（
※
）

の
活
用
に
よ
り
、
行

政
コ
ス
ト
を
縮
減
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
環
境
整
備
を
。

答　

情
報
通
信
網
の

早
期
整
備
は
必
要
。

令
和
４
年
度
の
完
了

を
目
指
す
。
ま
た
、

有
能
な
人
材
を
活
用

し
、
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る

取
り
組
み
を
推
進
し
、

社
会
的
・
地
域
的
課

題
の
解
決
に
つ
な
げ

た
い
。

津
山
版
Ｄ
Ｍ
О
の

状
況
と
観
光
施
策

問　

後
任
の
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
人
事
と

津
山
の
観
光
施
策
の

課
題
と
対
応
策
は
。

答　

各
方
面
へ
問
い

合
わ
せ
、
人
材
確
保

に
努
め
て
い
る
。
観

光
消
費
額
と
立
ち
寄

り
箇
所
数
を
伸
ば
す

取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
。

ＤＸの活用とそのための環境整備を

一般質問とは
　議員が市の行政全般について、市長など執行機関に方針や疑問点を質問

するものです。詳細は津山市議会ホームページの「会議録検索」などでもご

覧いただけます。（３月定例会初日に公開予定）

　また、各議員のＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、質問の

様子（録画映像）を見ることができます。

新しくなった津山文化センター観客席

観光施策の課題と対策は？

早期にバリアフリー化を
なぜ廃止と判断？

（写真は地域づくりサポートセンター）

「親学講座」の様子

※ＤＸ…デジタル技術を活用し、手続きの簡素化、迅速化、効率化などを図ることにより、市民の利便性向上
　　　　を図る取り組み（自治体ＤＸ）

※みらい戦略プロジェクトチーム…新型コロナウイルスの影響による社会変革に対応することや拠点都市としての　 
　　　　　　　　　　　　　　　 付加価値を高める政策の推進を目的とする組織 （市の関係職員で構成）

令和倶楽部
田口浩二

未来

政岡哲弘

市政会
岡田康弘

未来

髙橋寿治

令和倶楽部

金田稔久
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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

●政治家は、落成式・開店祝等の花輪は禁止されています。

安心・安全、インクルーシブ社会（※）の実現を

深
め
、
思
い
や
り
の

心
が
育
つ
等
、
良
い

経
験
に
な
っ
た
。
職

員
も
そ
う
し
た
保
育

環
境
の
大
切
さ
に
改

め
て
気
付
か
さ
れ
た
。

問　

学
校
教
育
に
も

活
か
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

答　

就
学
前
か
ら
就

学
後
ま
で
を
見
据
え

た
多
様
な
学
び
の
場

が
重
要
で
あ
り
、
幼

児
保
育
段
階
の
成
果

と
課
題
は
、
学
校
教

育
に
円
滑
に
引
き
継

ぎ
、
活
か
す
必
要
が

あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策

関
連

史
跡
整
備

問　

史
跡
美
作
国
分

寺
跡
の
今
後
の
整
備

予
定
は
。

答　

用
地
維
持
管
理

等
に
つ
い
て
、
地
域

の
皆
様
に
大
変
お
手

間
を
か
け
て
い
る
。

少
し
で
も
早
く
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
整
備
計
画
の
策
定

に
取
り
組
む
。

医
療
的
ケ
ア
児

問　

医
療
的
ケ
ア
児

を
受
け
入
れ
た
み
ど

り
の
丘
保
育
所
の
成

果
は
。

答　

障
害
の
有
無
に

関
係
な
く
園
児
が
同

じ
環
境
で
関
わ
る
こ

と
で
、
相
互
理
解
を

飲食店に支給の２万円の理由は

問　

飲
食
店
１
店
舗

あ
た
り
に
支
給
す
る

２
万
円
と
い
う
額
の

理
由
は
。

答　

飲
食
店
で
の
感

染
防
止
対
策
の
充
実

並
び
に
食
事
券
や
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
の
利

用
が
進
む
中
、
各
飲

食
店
に
お
け
る
対
策

の
継
続
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
予
算
提
案

す
る
。
１
店
舗
あ
た

り
２
万
円
は
、
消
毒

液
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
、
体
温
計
の
購
入

費
等
を
考
慮
し
つ
つ

設
定
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ

の
対
策
で
、
こ
れ
ま

で
の
補
正
予
算
は
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ

っ
た
の
か
。

答　

第
１
次
か
ら
第

４
次
ま
で
補
正
予
算

に
計
上
し
て
い
た
対

策
事
業
は
84
件
で

総
額
１
３
４
億
６
，

０
０
０
万
円
。
感
染

拡
大
の
影
響
を
考

慮
・
分
析
し
、
国
県

の
対
策
が
及
ん
で
い

な
か
っ
た
分
野
に
新

事
業
を
盛
り
込
み
、

住
民
生
活
な
ど
一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。

コロナ禍における市政運営の次の一手は

は
、
津
山
南
道
路
の

事
業
が
具
現
化
し
、

今
年
度
は
橋
梁
下
部

工
事
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
美
咲
町

以
南
の
未
着
手
区
間

の
ル
ー
ト
決
定
な
ど

に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
調
査
区
間
の

岡
山
市
北
区
菅
野
か

ら
御
津
宇
垣
ま
で
の

早
期
事
業
化
を
図
り
、

北
と
南
の
両
方
か
ら

進
め
る
こ
と
が
効
果

的
と
考
え
て
い
る
。

市
政
運
営

問　

ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
・
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
に
お
い
て
、
地

方
都
市
が
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
策
の
一
つ
に
、
公

共
交
通
の
自
動
運
転

化
が
あ
る
と
思
う
。

技
術
を
活
か
せ
る
空

港
津
山
道
路
は
、
美

咲
町
以
南
の
区
間
決

定
を
早
急
に
図
り
、

早
期
完
成
が
急
務
と

考
え
る
。
市
長
の
想

い
は
。

答　

県
北
の
拠
点
で

あ
る
津
山
市
と
広
域

交
流
拠
点
の
岡
山
空

港
及
び
県
都
岡
山
を

結
ぶ
非
常
に
重
要
な

路
線
。
現
在
の
状
況

下高倉地区内の通行不能解消を市長にお願い

了
解
を
得
た
工
事
で
、

そ
の
方
に
も
事
後
に

了
解
を
得
た
と
認
識

し
て
い
る
と
言
わ
れ

た
よ
う
だ
が
そ
の
担

当
者
の
名
前
は
。

答　

申
請
者
で
あ
る

法
人
と
話
を
し
て
い

る
も
の
で
、
個
人
名

は
差
し
控
え
た
い
。

問　

道
に
面
し
た
所

有
者
や
管
理
者
は
、

公
有
財
産
の
管
理
と

い
う
面
で
は
ど
う
考

え
た
ら
い
い
の
か
。

答　

事
前
に
地
元
の

理
解
を
得
て
施
工
し

て
お
れ
ば
問
題
は
な

か
っ
た
。

道
路
管
理

問　

下
高
倉
地
区
内

で
市
道
の
通
行
不
能

解
消
は
、
市
長
が
申

請
者
で
あ
る
高
寿
園

を
訪
問
後
、
進
展
は
。

答　

申
請
者
や
水
利

関
係
者
に
話
を
聞
い

て
い
る
が
解
決
に
至

っ
て
い
な
い
。

問　

高
寿
園
は
地
元

調
整
を
地
元
業
者
に

お
願
い
し
て
い
る
と

言
わ
れ
た
が
、
工
事

を
請
け
負
っ
た
地
元

業
者
の
責
任
は
。

答　

責
任
は
申
請
者

に
あ
り
申
請
者
に
許

可
条
件
の
遵
守
を
求

め
て
い
る
。

問　

申
請
者
は
地
元

関
係
者
に
説
明
を
し

「子宮頸
け い

がんワクチン」の接種率は

有
効
な
方
法
と
し
て

対
象
者
の
保
護
者
へ

の
個
別
送
付
を
検
討
。

慰
労
金

問　

保
育
士
と
児
童

ク
ラ
ブ
の
支
援
員
へ

の
慰
労
金
で
対
象
者

と
支
給
時
期
は
。

答　

民
間
の
保
育
園

等
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
私
立
幼
稚
園

を
通
じ
て
対
象
と
な

る
期
間
に
勤
務
し
た

正
規
職
員
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
等
。

支
給
時
期
は
、
令
和

３
年
２
月
頃
と
な
る

予
定
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
男
性
の
産
休
制
度 

　
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
配
布
前
後
で
接

種
が
ど
う
変
化
し
た

の
か
。
他
の
自
治
体

で
は
、
対
象
年
齢
の

保
護
者
へ
個
別
送
付

し
て
接
種
率
が
増
加

し
て
い
る
が
。

答　

子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
は
、
県
が
中
学

生
・
高
校
１
年
生
に
、

市
は
小
学
６
年
生
に

配
布
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
者
は
平
成
30
年
度

は
８
人
、
令
和
元
年

度
は
７
月
ま
で
６
人
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
た
８
月
以
降
は

30
人
。
今
後
は
よ
り

テニスコート「命名権」スポンサー募集開始

中
に
募
集
を
開
始
す

る
。
他
の
施
設
へ
の

拡
充
は
今
後
検
討
す

る
。
な
お
公
衆
ト
イ

レ
は
、他
都
市
の
事
例

を
参
考
に
考
え
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り   

　
組
み
に
つ
い
て

◆
コ
ロ
ナ
対
策
事
業　

 

　
に
つ
い
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

問　

現
在
本
市
に
お

け
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ

ビ
ー
場
の
１
か
所
の

み
。
そ
の
他
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
野
球
場
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
ベ

ル
フ
ォ
ー
レ
、
公
衆

ト
イ
レ
等
が
対
象
と

な
る
が
取
り
組
む
予

定
は
な
い
か
。
（
す

で
に
岡
山
市
で
は
、

令
和
２
年
４
月
か
ら

公
衆
ト
イ
レ
２
か
所

に
導
入
済
）

答　

令
和
３
年
３
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
、
令
和
２
年
12
月

ワードシステム　フィールド
（津山スポーツセンター　サッカー・ラグビー場）

今後の対応は？空港津山道路の早期完成を！

子宮頸がんワクチンリーフレット
（厚生労働省ＨＰより引用）

医療的ケア児が使用する
人工呼吸器（左）と吸引器（右）

※インクルーシブ社会…社会を構成するすべての人が性別や人種、障害の有無などで排除されることなく誰も　　　　　　 
　　　　　　　　　　　 が構成員の一員として地域で当たり前に生活できる社会

公明党
津山市議団
広谷桂子

市民が第一

河本英敏

未来

村上祐二

津山自由民主
倶楽部

吉田耕造

市民が第一

政岡大介

市民が第一

河村美典
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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。 ●政治家は、葬儀の花輪・供花は禁止されています。

子どもたちの自己肯定感育成のために

あ
る
学
校
・
学
級
づ

く
り
を
進
め
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。
具

体
的
手
法
は
。

答　

学
内
活
動
へ
の

自
主
参
加
の
啓
発
、

す
べ
て
の
学
校
で
の

地
域
貢
献
活
動
へ
の

取
り
組
み
に
加
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
普
及
推
進
に

よ
り
、
地
域
の
大
人

と
の
交
流
機
会
増
加

を
図
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
含
む
災
害
対
策

◆
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
の
施
策

教
育

問　

本
市
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
調
査
に
よ

る
と
、
自
分
自
身
に

良
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
子
の

割
合
は
年
齢
と
と
も

に
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
自
己
肯
定
感
の

育
成
支
援
は
学
力
向

上
よ
り
大
切
な
教
育

現
場
の
使
命
で
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
加
え
、
今

後
は
自
立
に
向
け
て

必
要
な
力
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
、
よ
り

一
層
の
自
己
肯
定
感

醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

問　

す
べ
て
の
児
童

生
徒
に
と
っ
て
魅
力

子どもたちにビタミン米から自然な胚芽米を

セ
ン
タ
ー
や
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
連
携

を
図
り
、
ひ
き
こ
も

り
実
態
把
握
調
査
に

向
け
準
備
を
し
て
い
る
。

介
護

問　

障
が
い
者
は
65

歳
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
中
心
と
な
る
。
生

活
や
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

な
対
応
を
す
べ
き
。

答　

共
生
型
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
が
、
人
材

確
保
や
経
営
面
の
課

題
が
あ
り
、
ま
ず
は

実
態
把
握
を
行
っ
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
農
・
林
業
政
策
に

つ
い
て

学
校
給
食

問　

か
む
習
慣
や
お

米
本
来
の
味
も
分
か

っ
て
も
ら
う
の
も
食

育
だ
と
思
う
。
精
白

米
だ
け
で
な
く
栄
養

価
を
向
上
さ
せ
た
胚

芽
精
米
を
給
食
に
使

っ
て
は
。

答　

お
米
に
対
す
る

知
識
を
習
得
し
、
食

を
選
ぶ
力
を
つ
け
る

一
つ
の
手
段
と
し
て

胚
芽
精
米
の
使
用
を

今
後
検
討
し
た
い
。

引
き
こ
も
り

問　

引
き
こ
も
り
へ

の
支
援
に
向
け
、
ま

ず
実
態
・
ニ
ー
ズ
調

査
の
実
施
を
。

答　

地
域
包
括
支
援

城東地区のまちづくり

て
い
る
。
各
施
設
や

町
家
を
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
充
実
し
、

連
携
す
る
こ
と
で
、

地
区
全
体
の
魅
力
を

向
上
さ
せ
、
幅
広
い

世
代
の
観
光
誘
客
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

城
東
地
区
に
立

地
す
る
企
業
へ
の
支

援
は
。

答　

工
場
拡
張
や
移

転
に
つ
い
て
具
体
的

な
相
談
が
あ
れ
ば
、

で
き
う
る
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
バ
イ
オ
マ
ス
都
市

に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り

問　

城
東
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
、

若
者
が
集
え
る
場
所

づ
く
り
を
示
し
て
ほ

し
い
。

答　

城
東
地
区
は
、

津
山
洋
学
資
料
館

や
城
東
む
か
し
町
家

（
旧
梶
村
邸
）
、
箕み
つ
く
り作

阮げ
ん

甫ぽ

旧
宅
な
ど
の
施

設
が
隣
接
し
て
お

り
、
景
観
的
に
も
拠

点
性
の
高
い
場
所
と

認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
出
雲
往
来
沿
い

の
町
家
の
修
理
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
取
り
組
み

が
新
規
出
店
や
に
ぎ

わ
い
創
出
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し

新型コロナ感染拡大の中、米軍訓練の中止を

米
軍
訓
練

問　

米
海
兵
隊
単
独

訓
練
を
令
和
３
年
３

月
実
施
の
方
向
で
調

整
中
だ
が
コ
ロ
ナ
対

策
の
た
め
、
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
と
断
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
時
点
で
は
訓

練
中
止
を
求
め
る
考

え
は
な
い
が
、
訓
練

実
施
が
示
さ
れ
た
場

合
に
は
中
国
四
国
防

衛
局
を
通
じ
て
米
軍

に
対
し
、
感
染
拡
大

防
止
へ
の
措
置
を
徹

底
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
教
育
問
題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

「
第
３
波
」
と

い
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
感

染
の
広
が
り
で
無
症

状
の
方
が
多
い
。
感

染
者
を
い
ち
早
く
見

つ
け
保
護
す
る
こ
と

が
大
切
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
医
療
機
関
、
高

齢
者
施
設
等
で
全
員

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
べ
き
。

答　

行
政
が
行
う
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
法
に
基

づ
き
実
施
さ
れ
て
お

り
、
病
状
の
な
い
方
へ

の
網
羅
的
な
検
査
は

必
要
な
い
。

岩屋城跡、国指定総合調査事業の見通しは

水
道
管
老
朽
化

問　

水
道
施
設
の
現

状
と
課
題
は
。

答　

特
に
、
法
定
耐

用
年
数
を
超
過
し
た

管
路
が
約
２
９
０
㎞

あ
り
、
計
画
的
に
更

新
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

岩
屋
城
跡

問　

岩
屋
城
国
指
定

史
跡
に
向
け
て
の
問

題
点
は
。

答　

地
権
者
同
意
や

財
源
の
確
保
等
ま
た
、

調
査
事
業
の
推
進
に

伴
っ
て
判
明
す
る
も

の
も
あ
る
。

町
内
会

問　

町
内
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
重
要

で
あ
り
、
そ
の
必
要

性
は
絶
大
と
考
え
る
。

町
内
会
未
加
入
世
帯

に
つ
い
て
町
内
会
加

入
の
推
進
を
行
政
か

ら
も
行
う
べ
き
で
は
。

答　

町
内
会
は
任
意

の
団
体
で
あ
り
、
市

か
ら
加
入
の
働
き
か

け
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
加
入
率
の
低
下

が
多
く
の
地
域
で
起

き
て
い
る
こ
と
は
、

憂
慮
す
べ
き
課
題
と

考
え
て
い
る
。
活
動

内
容
や
加
入
の
メ
リ

ッ
ト
等
を
紹
介
す
る

こ
と
で
加
入
の
推
進

に
取
り
組
む
。

城西地区が重要伝統的建造物群保存地区選定へ

区
を
含
め
、
城
東
、

城
下
、
城
西
を
ど
の

よ
う
に
し
て
一
体
化

を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

城
東
、
城
下
、

城
西
各
地
区
の
案
内

看
板
の
デ
ザ
イ
ン
の

統
一
や
駐
車
場
整
備

等
の
検
討
を
進
め
る

こ
と
で
周
遊
促
進
に

努
め
る
。

問　

市
が
改
修
し
た

城
東
の
古
民
家
施
設

の
状
況
は
。

答　

宿
泊
予
約
は
令

和
３
年
１
月
末
ま
で

ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
い
る
。

予
算

問　

５
、
６
、
７
、

９
月
議
会
で
４
回
の

補
正
予
算
を
編
成
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
進
め

て
い
る
が
そ
の
予
算

執
行
状
況
は
。

答　

４
回
の
補
正
予

算
で
１
３
４
億
６
，

０
０
０
万
円
を
計
上

し
て
お
り
11
月
末
現

在
で
契
約
が
完
了
し

て
い
る
も
の
及
び
支

給
決
定
し
て
い
る
も

の
が
１
２
０
億
９
，

０
０
０
万
円
で
全
体

の
89
・
８
％
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り

問　

重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
る
城
西
地

令和倶楽部

秋久憲司

令和倶楽部
西野修平

三浦ひらく

城西おかげめぐりマップ学校内外で成功体験の積み重ねを

城東地区に若者が集える場所を！

公明党
津山市議団
原行則

日本共産党
津山市議団

美見みち子

未来

勝浦正樹
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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

●政治家は、町内会の集会・旅行等の催物への寸志・飲食物の差し入れは禁止されています。 ●政治家は、病気見舞いは禁止されています。

グラスハウスの方針を早く！

め
、
運
営
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
を
視
野
に
入

れ
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。
代
替
施
設
は

想
定
し
て
い
な
い
が
、

募
集
に
際
し
て
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
器
具

等
の
備
品
を
活
用
で

き
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
定
住
自
立
圏
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

◆
ゴ
ミ
屋
敷
そ
の
後

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

問　

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

の
方
針
は
。
現
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
利
用
者
に

対
し
て
配
慮
し
、
本

市
が
代
替
施
設
を
用

意
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

施
設
活
用
は
、

民
間
事
業
者
の
独
立

採
算
に
よ
る
施
設
運

営
と
し
、
活
用
方
法
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
、

事
業
者
か
ら
の
提
案

募
集
を
検
討
し
て
い

る
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

を
含
め
た
現
行
の
施

設
機
能
に
つ
い
て
は

一
旦
終
了
し
、
現
在

の
建
物
を
活
用
。
来

年
度
早
々
に
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
募
集
手
続
き
を
進

ジェンダーレス制服の導入は

答　

北
陵
中
学
校
で

は
、
令
和
元
年
夏
以

降
、
生
徒
会
が
主
体

に
な
り
、
女
子
生
徒

の
ズ
ボ
ン
選
択
制
に

つ
い
て
、
全
校
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施

し
、
教
職
員
や
保
護

者
と
共
に
検
討
を
重

ね
、
本
年
２
学
期
よ

り
、
女
子
生
徒
が
制

服
と
し
て
ズ
ボ
ン
を

選
択
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
地
域
商
社

◆
コ
ロ
ナ
禍

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服

問　

山
陽
新
聞
に
真

庭
市
立
久
世
中
学
校

は
２
０
２
１
年
度
か

ら
性
差
に
関
係
な
い

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制

服
導
入
ま
た
、
岡
山

市
立
岡
山
中
央
中
学

校
で
も
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
制
服
導
入
と
の
記

事
が
あ
っ
た
。
久
世

中
学
校
で
は
、
２

年
間
は
従
来
の
制

服
の
着
用
を
認
め
、

２
０
２
３
年
度
か
ら

完
全
に
移
行
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
現

在
、
市
内
の
８
中
学

校
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
制
服
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
い
る
学
校

は
あ
る
の
か
。

将来を担う人材確保のためには

業
者
に
管
理
運
営
権

を
譲
渡
す
る
手
法
が

あ
る
。

農
政

問　

農
地
取
得
下
限

面
積
に
つ
い
て
、
地

域
条
件
を
加
味
し
た

見
直
し
が
必
要
で
は
。

答　

令
和
３
年
度
の

設
定
の
際
に
農
業
委

員
会
と
連
携
し
見
直

し
を
し
た
い
。

地
域
活
性
化

問　

生
産
年
齢
人
口

の
増
加
を
図
る
た
め
、

地
域
で
人
材
育
成
す

る
高
等
教
育
機
関
の

設
置
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
は
。

答　

都
市
機
能
を
高

め
る
高
等
教
育
の
重

要
性
が
一
層
高
ま
り
、

有
識
者
会
議
の
議
論

を
踏
ま
え
て
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

問　

個
人
所
有
で
も

あ
る
市
の
文
化
財
産

を
地
元
と
協
力
し
な

が
ら
保
存
活
用
す
る

手
法
は
。

答　

個
人
所
有
の
ま

ま
、
民
間
事
業
者
に

貸
与
す
る
手
法
、
市

が
取
得
し
、
民
間
事

国民年金支給額内で介護福祉施設の入所を

的
に
生
活
が
で
き
る

こ
と
が
重
要
。
社
会

保
障
制
度
改
革
の
状

況
を
注
視
す
る
。

行
財
政
改
革

問　

押
印
に
は
①
本

人
確
認
②
文
書
作
成

の
真
意
の
確
認
③
文

章
内
容
の
真
正
性
の

担
保
と
い
う
役
割
が

あ
り
押
印
の
廃
止
は

意
味
を
理
解
し
て
取

り
組
む
課
題
と
考
え

る
が
。

答　

押
印
を
求
め

る
趣
旨
に
配
慮
し
、

個
々
の
申
請
内
容
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら

見
直
し
て
い
く
。

国
民
年
金

問　

国
民
年
金
額
を

生
活
保
護
支
給
額
ま

で
上
げ
る
よ
う
国
へ

意
見
書
提
出
を
。

答　

国
は
、
所
得
が

一
定
基
準
額
以
下
の

方
に
「
生
活
支
援

給
付
金
制
度
」
を

創
設
し
「
月
額
５
，

０
３
０
円
」
を
基
準

に
支
給
。

問　

全
国
市
長
会
で

国
民
年
金
額
内
で
介

護
施
設
に
入
所
で
き

る
方
向
に
。
足
ら
ず

は
市
独
自
で
補
助
し

実
行
に
移
す
こ
と
を

願
う
。

答　

制
度
が
年
金
額

の
改
定
に
な
ら
ず
高

齢
者
が
健
康
で
経
済

コロナ対策で公平な支援を

答　

往
時
の
盛
況
さ

が
消
え
、
空
き
店
舗

も
多
い
現
状
に
対
策

が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
今
津
屋
橋
筋
の

一
部
で
は
新
規
出
店

者
に
対
す
る
家
賃
補

助
を
２
年
間
に
延
長

し
て
い
る
。

問　

家
賃
の
補
助
は

１
ヶ
月
い
く
ら
か
。

答　

５
万
円
を
上
限

に
補
助
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ

問　

中
心
市
街
地　
　
　

の
治
安
が
悪
い
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

答　

貸
し
出
し
カ
メ

ラ
で
対
応
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
従
事
者
慰
労
事

業
で
公
立
保
育
園
・

幼
稚
園
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
が
な
ぜ
か
。

答　

国
は
、
医
療
、

介
護
、
障
害
者
を
対

象
に
慰
労
金
支
給
制

度
を
創
設
し
て
お
り

今
回
計
上
し
た
慰
労

金
支
給
は
、
国
県
が

措
置
し
て
い
な
い
保

育
事
業
所
な
ど
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

空
き
店
舗
対
策

問　

鶴
山
通
り
沿
線

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
が

続
い
て
い
る
。
考
え
は
。

津山市の自治体ＤＸの取り組み方針は

問　

組
織
横
断
的
に

調
査
研
究
を
行
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
設
置
と
デ
ジ
タ
ル

自
治
体
に
向
け
て
の

推
進
体
制
に
つ
い
て

の
進
行
状
況
と
今
後

の
方
針
は
。

答　

10
月
に
企
画
財

政
部
長
を
統
括
者
と

す
る
組
織
横
断
的
な

組
織
と
し
て
「
み
ら

い
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
設
置

し
、
市
全
体
の
取
り
組

み
方
針
案
の
と
り
ま

と
め
を
進
め
て
い
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ

問　

自
治
体
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
と
は
何
か
、
取

り
組
み
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
、
手
続
き

の
簡
素
化
、
迅
速
化
、

行
政
の
効
率
化
な
ど

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
利
便
性
向
上

や
行
政
の
効
率
化
を

図
る
取
り
組
み
。
市

民
の
皆
様
に
「
便
利

に
な
っ
た
な
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

市民のための
自治体DXを期待どうなる！グラスハウス

地域事情に見合った要件の緩和を

市民が第一
村田隆男

市政会
松本義隆

未来

安東伸昭
未来

中島完一

日本共産党
津山市議団

中村聖二郎

津山自由民主
倶楽部

津本辰己



「みんちゃい」のこれから

　開かれた議会を目指して、市民の皆さまにより良
い情報をわかりやすくお届けしようと取り組んできた
「みんちゃい」が１００号を迎えることとなりました。こ
れまで支えてくださった市民の皆様に感謝申し上げ
ます。
　急速に進む少子高齢化社会に対応したまちづくり
が必要であり、その為には、市民の皆様と行政、そ
して議会が互いに信頼できる関係を構築することが
重要であります。今後「みんちゃい」を通じて市民と
一体になれるように鋭意努力してまいります。（委員一同）

過去の議会だよりは２６号から最新号までホームページでご覧いただけます。
（右のＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、ご覧いただけます。）

1415

編集を行う特別委員会の様子

つやま市議会だよりの歴史がスタート。表紙には当
時の市長と議長がコメントを寄せています。

創刊号！ 議会活動の周知に向けて
（平成10年５月発行）

議会のもつ堅苦しいイメージから脱却するため、
津山弁の「みんちゃい」を愛称に名付けました。

より親しみのある議会へ愛称を「みんちゃい」に
（平成28年５月発行）

当時、特に力を入れて調査をしていた再開発事業につ
いての最終報告を特別号という形でお知らせしました。

再開発事業について最終報告
（平成19年４月発行）

見やすい紙面を目指し、全面カラー化が実現！写真
や色合いをより一層活用することが可能となりました。

全面カラー化を実現！
（平成29年５月発行）

若者にも議会に興味を持ってもらうために、市内高
校の写真部から作品を提供いただくことになりました。

みんちゃいでは表紙写真を市内高校の写真部から
候補作品の提供をいただき、委員で厳選した上で
決定してます。
若い感性が反映されたすばらしい作品をたくさん
提供いただいていますが選ばれるのは１枚。
惜しくも表紙にならなかった作品を集め、１００号
記念企画として写真展を津山市議会ホームページ
に新設します。右下のＱＲコードからご覧ください。

若者の参加 高校生の写真を表紙に
（平成28年８月発行）

みんちゃい写真展100号記念企画

津山市議会
ホームページ

みんちゃいみんちゃい
100号記念100号記念

特 集特 集

平成１０年に発行を開始した市議会だよりが
１００号を迎えました。
ひとつひとつ丁寧にわかりやすくを心がけて
作ってきた議会だより。
今回は議会だよりのあゆみを少し、振り返っ
てみたいと思います。



あの質問Q その後どうなった！？その後どうなった！？

障がい者全体の社会参加を促進する「手話言語条例」制定に向けての検討状況は？

その時の答え 関係団体と意見交換を重ねており、手話の認識の促進と障がいの特性に応じ
た要約筆記・筆談・朗読など多様な意思疎通手段の普及を基本的な考えと
し、骨子案を作成しており、令和２年４月１日の施行を目指している。
令和２年４月1日に「言語としての手話の理解の促進及
び手話等の普及に関する条例」を施行し、ホームペー
ジ等を通じて市民の理解とコミュニケーション手段と
しての普及を図っています。また、８月から市長定例
記者会見や市長メッセージの配信に手話通訳を導入し
ました。（写真は市長定例記者会見の様子）

その後の状況 …

みんちゃい96号より（令和元年12月定例会）

第20回 みんちゃいクイズ

次の２問にご回答ください。
①つやま市議会だよりは　 
　今月号で何号を迎えた？
　→○○○号

②つやま市議会だより創刊 
　号が発行されたのは？
　⇒平成10年○月

正解者の中から抽選でプレゼント

Ⓐ図書カード（500 円）５名様
または
Ⓑあば温泉無料入浴券（５枚）

５名様

　当選者の発表はプレゼントの
発送をもって代えさせていただ
きます。
（応募締切）
令和 3年 3月18日（消印有効）

«応募方法»
　ハガキに「答え（2問）、
議会だよりの感想、議会
への意見、住所、氏名、年齢、
性 別 、希 望 のプレゼント

（ⒶまたはⒷ）」をご記入
のうえお送りください。

«宛先»
〒７０8－8 5 0 1
津山市山北5 2 0
　津山市議会事務局あて

編 集 後 記
広報調査特別委員会 〔委員長〕吉田耕造 〔副委員長〕原行則
　　　　　　　　　 〔委　員〕秋久憲司　岡田康弘　勝浦正樹　近藤吉一郎　中村聖二郎

　新型コロナ感染症が岡山県内でも猛威をふるってい
ます。寒さも厳しくなっています。コロナに負けず、
前向きにがんばっていきしょう。（吉）

　コロナ禍のまっただ中、中高生は進路、大学生は就
活に悪戦苦闘。みんなが大変な時期ですが、生活を
守るのは政治の責任、痛感しています。（聖）

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑紙）にご協力ください。

今月の表紙 ～津山工業高校 写真部～

〔
ご
意
見
〕
50
代　
男
性

　

税
金
を
安
く
し
て
く
だ
さ
い
。

（
回
答
）
私
も
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
こ

の
よ
う
な
声
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、
議
員
と
し

て
し
っ
か
り
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
吉
）

〔
ご
意
見
〕
90
代　
女
性

　

新
生
児
に
一
人
10
万
円
支
給
を
ず
っ
と
続
け
て

ほ
し
い
で
す
。

（
回
答
）
今
年
度
、
国
の
定
額
給
付
金
の
支
援
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
新
生
児
を
対
象
と
し
た
津
山

市
独
自
の
給
付
金
で
す
。
（
令
和
２
年
４
月
28
日
か

ら
令
和
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
生
児
が
対
象
）

　

今
後
、
さ
ら
に
子
育
て
支
援
の
制
度
を
積
み
上

げ
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
（
聖
）

お便り紹介 ～ご意見にお答えします～

100号
  令

和
２

年
12月

定
例

会
   発

行
／

津
山

市
議

会
　

編
集

／
広

報
調

査
特

別
委

員
会

　
〒

708 –8501 津
山

市
山

北
520　

TEL／
0868 –32 –2140　

FA
X

／
0868 –32 –2160　

E –m
ail／

gikai@
city.tsuyam

a.lg.jp

　私たち津山工業高校写真部は日々努力しなが
ら、主に地元津山周辺地域の風景の写真撮影をし
ています。部員全員で協力して、撮影することを
心がけていますが、新たな挑戦もしながら活動で
きるように頑張ります。


